














は言語の多様性に富む地域で，この地域には 1000語近くの言語が存在する(“Babelin P釘 adise"
「楽園のパベノレ」と呼ばれる:Nettle & Romaine 2000:80). r楽園のパベル」と呼ばれる理由は，
パプアニューギニアは世界で最も生物と言語の多様性が豊かな国のひとつであり，多種類も
の植物，鳥類，間虫類が存在するとともに 860言語もの言葉が話されているからである 1









言語接触の状況を述べ，多言語の平衡状態の理由を考察する(cf.Lynch， Ross， & Crowley 
2002.:ch 2). 本研究が着目する社会言語学的な特徴は以下の 3点である.それは，平衡状態
仮説，言語接触，そして共通言語(LinguaFranca)であるトクピシンの役割である.本研究では，
パプアニューギニアにおける言語多様性を調査するために，ニューギニア本島中心部に位置
する人口 3万の町マダンで話されている言語に注目し，調査を実施した.Z'graggen (1971a， 




















図 1:パプアニューギニアとマダン(WALSLanguage Viewer 2005) 
2. 1.調査時期と方法
調査時期は， 2006年 10月に 10日間， 2007年 8月に 1ヶ月間滞在し，それ以降 2007年，


















































a: 3語(アメレ語， ヒ、、ルヒツレ語， ノブノボ語)

























































































































































































































2003， Heine & Kuteva 2005). 例えば，ニューギニア系とオーストロネシア系の接触，現地語
とトクピシンの接触，そして，英語や日本語，中国等の外国語との接触がある.その結果，
マダ、ンの町に住む人やその近隣の住民は少なくとも 2言語以上の言葉を話すことができ，そ




また， Heine & Kuteva (2005:ch 5)では，言語接触から生じる言語エリアとして， Sprachbund 
(言語連合)，Metatypy (相互の文法交換:カルカル島のタキア語とワスキア語の関係:後述




























































関わらず SOV語順で後置詞を持つ点である.これは，従来は SVOまたは VSO語順で，前置
詞を持っていたオーストロネ、ンア系言語がニューギニア系言語との言語接触の結果，文法が
変化したのである(c五Metatypy).
言語名 主な地減 系統 語l頃 名調標示 参照
アメレ語 7 ダン近郊 ニューギニア系 sov 後置詞 Roberts (1987)，調査者データ
ウサン語 山岳部 ニューギニア系 sov 後置詞 Reesink (1987) 
タキア語 カルカル島 オーストロネシア系 sov 後置詞 調査者データ
マナム語 マナム島 オーストロネシア系 sov 後置詞 Lichtenberk (1983) 




アメレ語“da'namebahi" (man-good): NA 
ウサン語 “munonisig" (man-old): NA 
タキア語“tamuruyan" (man-good): NA 
マナム語“tamoatasalaga=laga" (man-tal ): NA 
トクピシン“gutpelaman" (good-man): AN 
このように，マダン州内の言語は，文法の基本部分に関して，接触の影響での共通点が多い.
それにも関わらず，各言語の細かい文法内容や語葉は大きく異なる.例えば，アメレ語には







トクヒ。シンから借用した文法が存在する(調査者の観察11及び， Roberts 1987). このトクピシ
ンと現地語の二言語併用状態，及びコードスイッチング、はさらなる調査やデータを必要とす






























Aitchison(l991)， Nett1e & Romaine(2000)).今後は，量的な調査を通して，実際の多言語状態
で，どの種の現地語話者がマダンの町に居住しているかを明らかにしたい.
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調"bileず(座る，ある)， "he-doc" (終える)， "cit doc" (終わらせる)が使用されると記し
ているが，この用法はトクピシンの助動詞を使う用法に関与していると考えられる.
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